
入 学 試 験 問 題 後
数 学

大 阪 大 学 1998 年 度 理 系 （後 期）

入試数学アーカイブ 全 3 問

注 意 事 項

１ 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

２ この問題冊子は全部で 5 ページあり，問題は全部で 3 問あります。落丁，乱丁

または印刷不鮮明の箇所があったら，監督者に知らせなさい。

３ 解答には，必ず黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用しなさい。

４ 解答は，問題ごとに解答用紙の指定された箇所へ記入しなさい。

５ 解答用紙の指定欄に，受験番号，科類，氏名を記入しなさい。指定欄以外に，

これらを記入してはいけません。

６ 解答用紙の解答欄に，関係のない文字，記号，符号などを記入してはいけませ

ん。

７ この問題冊子の余白は，計算用に使用してもよいが，どのページも切り離して

はいけません。

８ 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。
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第 1 問

4ABC において，3辺の長さを AB = c，BC = a，CA = bとする．

　辺ABを n等分した点を，Aに近い方から順に P1, P2, . . . , Pn−1とし，PnをBとする．同

様に，辺 BC，CAを n等分した点をそれぞれ，B に近い方から順に Q1, Q2, . . . , Qn−1，お

よび C に近い方から順にR1, R2, . . . , Rn−1とし，Qnを C，Rnを Aとする．

(1) k = 1, 2, . . . , nについて |
−−−→
PkQk|

2
を n，kと a，cおよび内積

−→
BA ·

−−→
BC を用いて表せ．

(2) |
−−−→
PkQk|

2
+ |

−−−→
QkRk|

2
+ |

−−−→
RkPk|

2
を n，kと a，b，cで表せ．

(3) 極限値

lim
n→∞

1
n

n∑
k=1

(|−−−→
PkQk|2 + |−−−→

QkRk|2 + |−−−→
RkPk|2)

を a，b，cで表せ．
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第 2 問

(1) cos 3θ = f(cos θ)，cos 4θ = g(cos θ)となる 3次式 f(x)と 4次式 g(x)を求めよ．
(2) α = 2π

7 とする．cos 3α = cos 4αを示し，整数を係数にもつ 3次式 P (x)で P (cos α) = 0
となるものを 1つ求めよ．

(3) 0.6 < cos 2π

7 < 0.7であることを示せ．
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第 3 問

f0(x) = x2exとし，関数 f1(x), f2(x), . . . , fn(x), . . .を

f1(x) = f0
′(x), f2(x) = f1

′(x), . . . , fn(x) = fn−1
′(x), . . .

と定義する．

(1) n = 1について，整数 pn，qnを用いて

fn(x) = (x2 + pnx + qn)ex

の形に表せることを示せ．また，pn，qnを求めよ．

(2) n = 1のとき，y = fn(x)の増減，凹凸を調べ，グラフの概形をかけ．
(3) n = 1のとき，3曲線

y = fn(x), y = fn+1(x), y = fn+2(x)

で囲まれた図形の面積 Snを nで表せ．

(4) 無限級数 S1 + S2 + . . . + Sn + . . .の和を求めよ．

Evolton evolton.jp

https://evolton.jp/problems/osaka/


— 5 — ◇ M4(245—64)

計 算 用 紙

（切り離さないで用いよ。）
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